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令和　　年度　 「私たちの公共」（ 35・清水・公共706）  シラバス案

学科 学年／学級

月
配当
時間 部 評価の方法

・ 【態度】【思判表】
【技】ワークシート，
プレゼンテーション
【知】小テスト

・

・

・

・

単位数

科目の評価の観点

２単位公民科

【主体的に学習に取り組む態度】

よりよい社会の実現を視野に，現代の諸
課題を主体的に解決しようとする態度を
養うとともに，多面的・多角的な考察や
深い理解を通して涵養される，現代社会
に生きる人間としての在り方生き方につ
いての自覚や，公共的な空間に生き国民
主権を担う公民として，自国を愛し，そ
の平和と繁栄を図ることや，各国が相互
に主権を尊重し，各国民が協力し合うこ
との大切さについての自覚などを深め
る。

教科

行為の結果である個人や社会全体の幸福を重視する考
え方や，行為の動機となる公正などの義務を重視する
考え方などについて理解する。

幸福を重視する考え方や，行為の動機となる公正など
の義務を重視する考え方などを通して，人間としての
在り方生き方について考えることがよりよく生きる上
で重要であることを理解する。

生命倫理や環境倫理の問題を事例に，諸資料を読み取
り，情報を活用して，幸福を重視する考え方や公正な
どの義務を重視する考え方を踏まえ，人間としての在
り方生き方について多面的・多角的に考察し，表現す
る。

学習のねらい（目標）

青年期の課題や人間が社会的存在であることの意義を
理解する。自分自身が公共的な空間を作り出す一員で
ある自覚を深めるとともに，他者と協働して社会を作
り出すことの意義について多面的・多角的に考察し，
表現する。

●学習の目標と評価規準

●学習の計画と評価の方法

使用教科書／教材 高等学校公民科　 「私たちの公共」（ 35・清水・公共706）

・現代の諸課題を捉え考察し，選択・判断するための手掛かりとなる概念や理論につい
て理解する
・諸資料から，倫理的主体などとして活動するために必要となる情報を適切かつ効果的
に調べまとめる
・現実社会の諸課題の解決に向けて，選択・判断の手掛かりとなる考え方や公共的な空
間における基本的原理を活用して，事実を基に多面的・多角的に考察し公正に判断する
力や合意形成や社会参画を入れながら構想したことを議論する力を養う
・よりよい社会の実現を視野に，現代の諸課題を主体的に解決しようとする態度を養う

学習の到達目標

【思考・判断・表現】

４
月

学習内容（目次）

第
１
部
 
公
共
の
扉

1
3
時
間

5
月

現実社会の諸課題の解決に向けて，選
択・判断の手掛かりとなる考え方や公共
的な空間における基本的原理を活用し
て，事実を基に多面的・多角的に考察し
公正に判断する力や，合意形成や社会参
画を視野に入れながら構想したことを議
論する力を養う。

【知識・技能】

現代の諸課題を捉え考察し，選択・判断するた
めの手掛かりとなる概念や理論について理解す
るとともに，諸資料から，倫理的主体などとし
て活動するために必要となる情報を適切かつ効
果的に調べまとめる技能を身に付けるようにす
る。

第１章 　社会で生きるということ（４時間）

世界の宗教や日本の思想等，伝統や文化，先人の取組
や知恵に触れることを通じて，自らの価値観を形成す
るとともに，他者の価値観を尊重することができる存
在であることについて理解する。

第２章 　みんなが幸せな社会とは？（５時間）

1 　私たちと青年期
2 　私たちと社会
3 　人間の社会と文化
zoom あっぷ①  世界の宗教
zoom あっぷ②  日本の思想

1 　よく生きるとは？　徳
zoom あっぷ③  世界の思想
2 　幸福な社会とは？　功利主
義
3 　幸福な社会とは？　正義の
原理
Activity 1 　生命と科学技術の
問題と倫理
Activity 2 　環境問題と人間の
活動
資料室　地球環境問題
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月
配当
時間 部 評価の方法学習のねらい（目標）学習内容（目次）

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

内閣のしくみと働きについて理解する。

日本の行政機関の特徴と行政権の拡大の問題点につい
て理解する。

裁判所のしくみと働きについて理解する。また，司法
権の独立の意義について考える。

【態度】【思判表】
【技】ワークシート，
課題レポート　【知】
小テスト

国会のしくみと働きについて理解する。

刑事裁判と民事裁判の違いについて理解する。また，
紛争解決の様々なしくみについて理解する。

第
２
部
 
よ
り
よ
い
社
会
の
形
成
と
参
画

日本国憲法と大日本帝国憲法との比較から相違点を考
える。また日本国憲法の三大原則を理解する。

第２章 　私たちの生活と政治（12時間）

【態度】【思判表】
【技】ワークシート，
討論

【知】【思判表】定期
テスト

具体的な事例を通して，法や規範の意義及び役割につ
いて理解する。

地方自治のしくみと意義や選挙のしくみと課題につい
て理解する。

民主政治において世論が果たす役割と課題について理
解する。

日本国憲法の基本的な権利のうち，「新しい人権」に
ついて理解する。また，個人情報保護に係わって，資
料を読み取って，情報モラルと情報リテラシーを高め
ることの重要性を理解する。

日本の統治機構と世界の統治機構と比較し，私たちの
権利や自由を守るためにどのように組織されているの
か理解する。

第１章 　私たちの生活と法（６時間）

1 　日本の統治機構
zoom あっぷ⑤  世界の統治機構
2 　国会のしくみとはたらき
3 　内閣のしくみとはたらき
4 　行政機関としての国の役割
と体制
5 　裁判所のしくみとはたらき
6 　紛争解決のしくみ
Activity 5 　模擬裁判をやって
みよう！

7　 地方自治の役割と現状
zoom あっぷ⑥  世界の選挙事情
8　 選挙のしくみ
9　 政党と政治参加
10 　民主政治の原理と世論
Activity 6 　地域の課題を解決
する取り組み

「模擬請願」を事例に，現在住んでいる自治体が抱え
る課題について適切に情報を収集し，読み取って，課
題の解決の在り方について考察，構想する。

1　 個人と法
Activity 4 　消費者の権利と義
務
CHECKBox 01   日本国憲法の成
立と基本原理
資料室　日本国憲法
2 　平等に生きる権利
3 　自由に生きる権利
4 　人間らしく生きる権利
資料室　日本国憲法の人権保障
5 　新しい人権
zoom あっぷ④  個人情報の保護
と情報リテラシー

「消費者の権利と義務」について，具体的事例を通し
て，多様な契約の存在や，契約の意義やリスクについ
て多面的・多角的に考察，表現できるようにする。

具体的な事例を通して，日本国憲法の基本的な権利の
うち，平等権と自由権について理解する。

具体的な事例を通して，日本国憲法の基本的な権利の
うち，自由権と社会権の違いについて理解する。

「模擬裁判」を事例に，裁判や法律家が果たす役割，
適正な手続き，証拠や論拠に基づき公平・公正に判断
することについて多面的・多角的に考察，表現できる
ようにする。

６
時
間

第３章 　公共的な空間における基本原理（４時間）

人間の尊厳と平等，個人の尊重，民主主義，法の支
配，自由・権利と責任・義務など，公共的な空間にお
ける基本的原理について理解する。

第
１
部
 
公
共
の
扉

1
3
時
間

5
月

６
月

７
月

９
月

1
0
月

人間の尊厳と平等，協働の利益と社会の安定性の確保
を共に図ることが，公共的な空間を作る上で必要であ
ることについて理解する。

1　 個人の尊重と社会
2 　民主主義，立憲主義
3 　法はなぜ必要なのか
Activity 3　 社会のルールにつ
いて考えよう！
How to 公共 1　「候補者男女均
等法」の是非について「平等」
の視点から考察する

「新型感染症問題」「候補者男女均等法」を事例に，
諸資料を読み取り，情報を活用して，公共的な空間に
おける基本的原理を踏まえ，個人と社会との関係を多
面的，多角的に考察，構想できるようにする。

1
1
時
間
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月
配当
時間 部 評価の方法学習のねらい（目標）学習内容（目次）

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

1
2
時
間

第
２
部
 
よ
り
よ
い
社
会
の
形
成
と
参
画

6 　税金と国債を考える
7 　金融機関の役割
Activity 11 　金融のはたらき
8 　労働と雇用　よりよいはた
らき方をめざして
Activity 12 　雇用と労働
9 　社会保障制度の意義
Activity 13 　財政・租税の役
割／社会保障
zoom あっぷ⑧  よりよい経済社
会をめざして

日本の戦後における外交のあゆみを通して，平和な社
会を作るために日本の外交が果たしてきた役割とその
課題について理解する。

企業の役割とはたらきについて理解する。

「財政・租税の役割/社会保障」を事例に，日本の社会

保障や財政に係わる資料等を読み取って，循環可能な

社会保障制度の在り方について，考察，構想する。

「雇用と労働」を事例に，労働者の権利や労働契約を
巡る法規制の形態について考察，表現する。

「市場経済の機能と限界」を事例にして，市場の失敗
の事例とその対応方法について考察し，表現する。

【態度】【思判表】
【技】ワークシート，
課題レポート　【知】
小テスト日本型雇用慣行および労働者をめぐる状況の変化につ

いて理解する。

【態度】【思判表】
【技】ワークシート，
課題レポート

【知】【思判表】定期
テスト

「職業選択」を事例に，社会の急激な変化や，それに
対応する社会的な起業の意義とともに，働くことの意
義について考察，表現する。

市場メカニズムなど経済の基礎的なしくみと概念につ
いて理解する。

「領土問題」を事例に，現在日本が抱えている「領土
問題」の経緯に関する情報を収集し，読み取って，
「領土問題」の解決の在り方について考察，構想す
る。

社会保障制度の歴史的経過を把握し，制度の内容と課
題について理解する。

第４章 私たちの生活と経済（12時間）

4
時
間

【態度】【思判表】
【技】ワークシート，
討論　【知】小テスト

1 　日本の平和主義と憲法
Activity 7 　平和を守ろう！
2 　日本の外交と平和な社会の
構築
Activity 8 　世界平和について
考えてみよう！
How to 公共２　「憲法改正」の
是非について，幸福，平等，公
正の視点から考えよう

第３章 　平和主義と日本（４時間）

「憲法改正」を事例に，行為の結果である個人や社会
全体の幸福を重視する考え方や，行為の動機となる公
正などの義務を重視する考え方等を活用して，憲法改
正の在り方について考察，構想する。

1
2
月

戦後の日本の経済の発展の歴史について理解する。

GDPやGNIなど国の経済をはかる「ものさし」について
理解する。

財政と租税のしくみと機能について理解する。

「金融の働き」を事例に，金融のしくみと役割や，新
たな金融の形態について考察，表現する。

1
1
月

1
0
月

1   私たちの生活と経済活動
2 　市場経済のしくみ　価格を
決める要因
zoom あっぷ⑦  経済思想と経済
体制
Activity 9 　市場経済の機能と
限界
3 　企業の経済的役割
Activity 10　 職業選択／キャ
リア教育
CHECKBox 02   日本経済の進展
①
CHECKBox 03   日本経済の進展
②
4 　国民所得と私たちの生活
5 　政府の経済的な役割

具体的な事例を通して，我が国の安全保障に自衛隊の
果たしてきた役割を理解するとともに，日本の安全保
障の在り方について考察，構想する。
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月
配当
時間 部 評価の方法学習のねらい（目標）学習内容（目次）

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

1 　国際社会と国際法
2 　国際連合と国際機関
CHECKBox 04   国際社会の動向
と日本
3 　平和な国際社会をめざす
4 　グローバル化する社会
Activity 14 　経済のグローバ
ル化と相互依存
5 　発展途上国の経済成長と地
域的な経済統合
6 　持続可能な国際社会
Activity 15 　国際社会で貢献
しよう！
How to 公共３　水をめぐる問題
SDGs を参考として，日本の立場
（個人・国家）でどのような解
決策を考えられるだろう

第
２
部
 
よ
り
よ
い
社
会
の
形
成
と
参
画

【態度】【思判表】
【技】ワークシート，
討論　【知】小テスト

第二次世界大戦後，世界の体制はどのような展開をし
たのかを理解する。また，その歴史の中で，核拡散防
止の現状と核軍縮に向けた取り組みについて理解す
る。
自由貿易と保護貿易の違いを理解するとともに，自由
貿易が拡大した背景やその影響（「相互依存」等）に
ついて，為替レートや国際収支と関連付けながら理解
する。
「経済のグローバル化と相互依存」を事例に，グロー
バル化の進展が及ぼす影響と社会の変化について，考
察し，表現する。

国際社会における国家主権の意味と，国際関係を規律
する国際法の意義及びその発達について理解する。

国際連合と国際機関の意義と役割について理解する。

第５章   私たちの生活と国際社会（８時間）

１
月

２
月

8
時
間

「国際社会で貢献しよう」を事例に，SDGsの概念を理
解するとともに，ODA大綱等の資料を読み取り，日本
が国際社会で果たすべき役割について考察し，構想す
る。
「水をめぐる問題」を事例に，諸資料を読み取り，論
点を踏まえて，「水」を巡る国際的な問題に対して，
どのような取り組みが求められるのか，考察し，構想
する。

先進国と発展途上国との経済格差の問題とリージョナ
リズムが引き起こす意義と課題について理解する。

３
月

「地域の創造」を事例に，主体的に参画し，共に生き
る社会を築くという観点から課題を見いだし，その課
題の解決に向けて事実を基に協働して考察，構想し，
妥当性や効果，実現可能性などを指標にして，論拠を
基に自分の考えを説明，論述する。

「よりよい国家・社会の構築」を事例に，主体的に参
画し，共に生きる社会を築くという観点から課題を見
いだし，その課題の解決に向けて事実を基に協働して
考察，構想し，妥当性や効果，実現可能性などを指標
にして，論拠を基に自分の考えを説明，論述する。

第
３
部
 
 
持
続
可
能
な
社
会
を
創
る

1
0
時
間

① 　中高生の会社起業　耕作放
棄地の活用
② 　情報社会と私たちの生活
③ 　望ましいエネルギーとは
④ 　すべての人が輝く社会
⑤ 　持続可能な開発目標にもと
づく援助
課題探究のスキル

case study（10時間）

「平和で安定した国際社会の形成」を事例に，主体的
に参画し，共に生きる社会を築くという観点から課題
を見いだし，その課題の解決に向けて事実を基に協働
して考察，構想し，妥当性や効果，実現可能性などを
指標にして，論拠を基に自分の考えを説明，論述す
る。

【態度】【思判表】
【技】ワークシート，
小論文，ディベート


